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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・松浦　佐恵子様～腹痛訴え腹部膨満みられることより20日、グリセリン浣腸施行しています。２１日の準夜帯と２２日深夜帯で多量の泥状便が確認されていますが、本日、午後より腹痛の訴えきかれています。続くようなら内科診察検討していきます。排便状態（色、性状）を観察していきましょう。

・塚田　昌様～日常生活動作の低下みられ車椅子への移動など介助要すため、ベッド使用としています。尿意がなく「でない。」と話されますが、実際はオムツに排尿あります。本人の排尿パターンの確認のために時間を決めてオムツ確認を行っている状態です。自力での体位変換が困難である為、夜間の体位変換を行い褥瘡発生させないようにしてください。日中は車椅子に座っている事が多い為、プッシュアップ（体を持ち上げて除圧する）するようにしていきましょう。

· 朝、遅刻や欠勤で病院に連絡があった時は、その日のリーダーか阿部G.O.Mが総務に連絡します。

・カンファレンスに記載するときは、誰が観てもわかるように観察する項目を具体的にあげて記載しましょう。

＜徘徊する患者様のケア検討＞

· 岩渕　道子様～日中より夜間の方が広範囲に徘徊されています。

· 市橋　ヒデ様～椅子をもって徘徊されたり、他患者様に触れたりしています。

· 吉田　福松様～プログラムに参加されている途中に徘徊されたり、食後の徘徊が頻回で　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　す。

→徘徊する患者様には適度に水分補給・休憩を促していきましょう。また、他患者様とトラ
ブルのないように見守りしていきましょう。

＜縟瘡状態の評価・検討＞

· 橋本　万様～褥瘡部位が白くなってきて上皮形成は良好です。治癒傾向にあります。食　　　　　　　　　　　　　　

事摂取量は問題ありませんがアルブミンの低下がみられています。

・永洞　恭子様～褥瘡部周囲の発赤・熱感は継続しています。現在内服薬服用中です。褥瘡部の洗浄をしっかり行っていきましょう。

・北山　和子様～不良肉芽形成あります。浸出液減ってきていますが、悪臭あります。洗浄をポケット内部までしっかり行うようにしてください。

・塚田　昌様～足踵が黒くなっていて壊死状態です。乾燥させないように洗浄し、湿潤状態を保つ為にラップ療法を継続していきましょう。

・野里　朝子様～臀部に発赤・びらん見られます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
※褥瘡のある患者様・褥瘡発生のリスクの高い患者様（車椅子使用、臥床傾向のある患者様、オムツをしている患者様、残食多く栄養状態の悪い患者様など）には入浴日以外に全身清拭するようにしてください。その日の介護リーダーが清拭をするスタッフをきめて行って下さい。高齢者の皮膚は脆いため、部位をこすらないで清拭してください。踵部に褥瘡が発生していたり、発生するリスクが高い患者様は足浴するようにしましょう。







































































































